




共⽣デザイン学科の特⾊

!デザインに関する知識と技術を持っている
!多様な⽣活⽂化・価値観を尊重し、⾃然と共⽣したライフスタイルの創造ができる
!⽣活の中で課題を発⾒し、解決するための⽅策を構想して、まとめて表現できる
※これらの能⼒を共⽣デザイン学科では「共⽣デザイン⼒」と呼んでいます

共⽣デザイン学科で⽬指せる資格・免許と主な進路
①⽬指せる資格・免許
!⼆級建築⼠
!インテリアプランナー
!商業施設⼠補
!インテリアコーディネーター
!カラーコーディネイター
!福祉住環境コーディネーター
!ビオトープ管理⼠
!環境カウンセラー
!司書 など

②主な進路
!インテリア設計・販売会社
!建築・設計会社
!住宅・不動産会社
!メーカー・サービス会社の
企画部⾨・マーケティング部⾨

!広告・デザイン会社
!市場調査会社
!エコビジネス関連会社・組織
!公務員・団体職員 など

!学外や海外において、社会の実在する課題に半年間（３年次春学期）集中して取り組む実践的な科⽬です

⾷⽂化デザインプロジェクト 空家リノベーション・プロジェクト
（空家の有効利⽤）

⼈間共⽣学部 共⽣デザイン学科は2016年4⽉にスタートした学科で、社会や他者との共⽣、⾃然や環境
との共⽣を⽬指す新しい概念のデザイン学科です。
デザイン⽂化やデザイン企画、コミュニティデザインなど、課題を発⾒し、これを解決するための⽅策を
構想する知識を習得する分野と、映像デザイン、グラフィックデザイン、プロダクトデザイン、インテリア
デザインなど、構想を具体的に表現する技術を習得する分野の両⽅を幅広く学べます。
各ゼミにおける指導は、育成する⼈材像を⽬指しています。また学科の特徴である「プロジェクト科⽬」
は、少⼈数で課題に取り組む点でゼミと性格が近く、概略を以下に紹介いたします。

ユニークな授業︓プロジェクト科⽬（３年次 春学期）

共⽣デザイン学科で育成する⼈材像

伝統絹絣再⽣プロジェクト訪問
（カンボジア）

!プロジェクト科⽬で実践的に学んだ経験により、ゼミナール、卒業研究を⾃発的に進められるようになり、
アクティブな就職活動にもつながります

Ｚ

⼈間共⽣学部のHPはこちら

- 1 -



- 2 -



- 3 -



- 4 -



- 5 -



⼈間共⽣学部
共⽣デザイン学科

ゼミナール紹介

教員紹介

佐 々 ゼ ミ

佐々 牧雄 （ささ まきお）

専⾨はデザイン・マネジメント、デザイ
ン・プロデュース、サービスデザインで
す。⼈（デザイナー）・モノ（設備な
ど）・⾦・情報（マーケティング情報な
ど）をどのように配分したら、デザイン
を理想に導けるか研究しています。また、
⽬に⾒えるデザインだけではなく、サー
ビスデザイン（コトのデザイン）も研究
しています。

ゼミでは、研究対象とするモノやサー
ビスを決定し、そのモノ・サービスに
対するデザイン・プロデュース（デザ
インを理想の⽅向に導くこと）を学び
ます。教員が⺠間企業時代に構築した
⼈脈を活⽤して様々な企業や地域との
コラボレーションを⾏います。
写真は、淡野ゼミとの共同で⾏った
「久⾥浜商店街活性化プロジェクト」
（⿊船プロジェクト）の様⼦です。

関東学院に赴任前は、パソコンの原形を
発明したことで知られる⽶国ゼロックス
の研究所（パロアルト研究所）に勤務し
ていました。研究所では、世の中を驚か
せるような⾰新的な製品（モノ）やサー
ビス（コト）を⽣み出すため⽇々研究を
していました。
⾒かけによらず親近感を感じてもらえる
と思います。

佐々ゼミの紹介

卒業研究テーマ例

①テーマパークにおける おもてなしのデザイン
概要:オープンキャンパスの実施
は、⼤学⽣のいない⼟曜や⽇曜⽇
が多く、来場者は平⽇の活気溢れ
るキャンパスの雰囲気を感じられ
ないことを観察調査から把握した。
会場内に導⼊したQRコードに来
場者がスマートフォンやタブレッ
トPCをかざすことで、平⽇の⼤
学のありのままの姿を動画を通し
て体験してもらう。

概要:テーマパークHの利⽤者
は、休⽇と⽐べ平⽇が極端に
少なくなる。このギャップを
解消するため、来場者の観察
調査を⾏う。平⽇も賑わうよ
うな「新しいおもてなし」の
あり⽅を提案する。提案はコ
ストをいくらでもかけても良
いわけではなく、収⽀が成り
⽴たないとならない。

②オープンキャンパス・ツアーにQRコード導⼊提案

制作したパンフレットの
コンテスト

パンフレット制作のための店舗への取材

佐々ゼミホームページ（33Lab.com）
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⼈間共⽣学部
共⽣デザイン学科

ゼミナール紹介

教員紹介

⼆ 宮 ゼ ミ

⼆宮 咲⼦ （にのみや さきこ）
専⾨は⾃然共⽣のソー
シャルデザインです。
⾃然と共に⽣きる⼈び
ととの協働でローカル
なモノやコトを企画プ
ロデュースすることを
通じて、都市近郊農業
の振興や、都市公園の
新たな可能性を実践的
に研究しています。

⼆宮ゼミナールではフィールドワーク
に基づくデザインの研究と実践に「公
園づくりプロジェクト」（2014年〜）、
「農園づくりプロジェクト」（2018年
〜）、「園庭づくりプロジェクト」
（2020年〜）を軸として３・４年⽣合
同で取り組んでいます。地域にとって
貴重な⾃然環境の⽣態的・社会⽂化的
価値と保全について学ぶと同時に、企
業や⾏政の⽅と関わる機会が多いため、
実社会で必要なスキルが⾝につきます。

⼆宮ゼミの紹介

卒業研究テーマ例

①地域⽀援商品の企画プロデュース
概要:⾏政による従来の災害対策
は通⽤せず、新しい対策として、
⾏政だけではなく、そこに住む
地域住⺠の⼀⼈⼀⼈が災害発⽣
前も発⽣後も被害を減す⾏動を
とることで総合的な被害を減ら
す減災を研究しています。具体
的には「⾃分で考える」教育⽅
式を採⽤した1泊2⽇の避難⽣活
体験キャンプを実施しました。

概要:定年退職後のシニアが耕
作放棄地を再⽣して育てたみか
んを商品化して「みかん⽶粉ど
ら焼き」を企画プロデュース。
売上の⼀部が耕作放棄地の再⽣
活動の⽀援⾦になる地域⽀援商
品であることを伝えるロゴマー
ク⼊りの紙帯パッケージと活動
を広報するリーフレットも制作。
2022年3⽉から「みかん⽶粉
どら焼き」の製造・販売を開始
しました。

②災害を⽣き残るための減災教育キャンプ

略 歴

1970年代
東京都に⽣まれる

1980年代
千葉県で⼩中⾼校⽣活を送る

1990年代
東京都で⼤学⽣活を送る
企業の環境研究所に15年勤務

2000年代
東京⼤学で5年研究⽣活を送る

2013年4⽉
関東学院⼤学に着任
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E1号館 3階・4階マップ

E1号館3階には、共⽣デザイン学科のゼミ室が
集まっています。
各ゼミの個性が表れたゼミ室になっています。

海⽼根ゼミ

佐野ゼミ

⼩林ゼミ

⽴⼭ゼミ淡野ゼミ

神野ゼミ兼⼦ゼミ

⼆宮ゼミ佐々ゼミ

E
V

⽇⾼ゼミ 会議室

N

ワークスペース2

ワークスペース1
演習室

準備室

準備室

E
V

スタジオ

実験室

E1号館4階には、共⽣デザイン学科の学⽣がよく
利⽤するスタジオや、演習室、ワークスペース等
があります。

３階 4階
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